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2023～2024年度国際ロータリーのテーマ「世界に希望を生み出そう」
CREATE HOPE in the WORLD

第 3346 例会（38号）　2024 年５月 16 日（木）曇り

茶の文化について
　茶の原産地はインド（アッサム地方）や中国（四
川省など）あたりから広がったとされています。最
初は薬として用いられていて、不老長寿の仙薬（飲
めば不老不死の仙人になるという薬、不思議な効き

目のある薬）として飲まれていたようです。
　我が国に茶を飲む風習が伝わったのは奈良時代で、遣唐使や中国に留
学していた僧侶たちによってもたらされたと考えられています。禅寺の
僧侶たちが眠気をとって修行に励むために適した飲み物として採りいれ
られたようです。
　この喫茶の風習は次第に上流階級、とくに禅僧と交流のあった鎌倉武
士たちの間に流行し始めます。室町時代のはじめのころには、武家をは
じめ商人の間にも茶を飲む風習が広がっていきました。
　室町幕府三代将軍の足利義満が中国の明との貿易を始めると絵画や陶
磁器など多数の唐物が輸入されて座敷飾りや茶会で使われるようになり
ました。そして、唐物の美術鑑賞と喫茶が結びついた形の武家茶へと展
開していきます。やがて、中国からの渡来品が最上だと考える唐物一辺
倒の道具ではなく、日本的なもの和物を用いた精神面を重視した茶の湯
が芽生えてきます。それが、侘び茶へと展開していき草庵の茶の湯の誕
生となります。

御家流（おいえりゅう）とは
　大名家などに伝わる「家様の流儀」。徳川幕府時代に将軍や大名同志
が儀礼として、又はおもてなしとして用いられた大名家の作法のことで
す。
　香道に於いては「三条西実隆（さんじょうにしさねたか）」によって
創始された流儀を指す。
　書道に於いては、おもに武家の公式文書に使われた「尊円流」の流れ
を指す。
　茶道に於いては、現代では特に譜代大名の「安藤家」の流儀を指して
御家流と呼ぶ。
　剣術に於いては、徳川家御家流の柳生新陰流と小野派一刀流を指す。
　馬術、砲術などの武道に於いても御家流と称されるものが多くある。

安藤家御家流茶道とは
　安藤家には慶長十七年二代将軍徳川秀忠公の御傅役兼老中を務めた安
藤家の初代・重信による「切り紙」（注）の写しが伝わっています。切
紙は、将軍茶道の指南役の古田織部が将軍・秀忠公に茶道を伝授したと
きの免許目録で、切紙はその写しを二部つくられて、一部を将軍家の菩
提寺に、そしてもう一部が将軍のお守り役であった安藤家が預かったも
のです。古織（こおり）が切腹を仰せ付けられた大坂の陣も過ぎて、秀
忠公より鹿島神宮へ戦勝のお礼として御社の奉納を命じられた。その勤
めも無事に果たした数年後、重信は『上様、時に彼の切紙は如何いたし
ましょうや』と申し上げたところ、『残して苦しからず』との仰せがあり、
安藤家に切紙が残ることになります。それが信友（四代目）の代に活か
されることになるのです。信友は、細川三斎の茶を継いだ一尾伊織の一
尾流を学びました。これに初祖重信が伝えた織部正伝の切り紙の内容を
生かし合して、織部切腹の八十五年後に御家流を創立したのです。

御家流いわき会代表
武　藤　宗　安 様

安藤家御家流茶道とは

　安藤家御家流は他の大名家に伝わるものとは異なる「王道の茶法」で、
四畳半順勝手平点前にその特徴を見ることができます。つまり、「殿様
は水屋より道具を運び出す折に畳の真ん中を歩き、真ん中に座り、真ん
中へ両器を置くもの也」とある。それが「老中の茶の湯」と云われる所
以なのです。
（注）奉書などの和紙を二つに折り、折り目どおりに切り離したもの。

侘び茶と武家茶の主な違い
　利休の侘び茶は、小さな茶室で質素な道具を用いて行われていたが、
武家茶は将軍はじめ武士たちへのもてなしを想定した茶道のため、広間
の茶室に意匠を凝らし豪華な道具が用いられました。また、利休は茶室
に身分の上下を持ち込まなかったが、古田織部は豊臣秀吉の意を汲んで
武家社会の厳格な主従関係を壊さないよう身分の違いに応じて接遇を区
別する作法を取り入れました。
　さらに、侘び茶は茶室に刀を持ち込むことは許されなかったが、武家
茶では帯刀を許された。そのため、侘び茶では左腰に帛紗を着けるが、
武家茶では刀を差すため帛紗は右腰に着けるようになった。正座の基本
姿勢のときも、わび茶ではひざの上に手指を揃えておくが、武家茶では
ひざの上で軽く握りこぶしをつくり、その中に親指を隠すのを習慣とし
ていた。これは武士として親指を守るための作法で、親指を失うと刀を
取って戦うことができなくなるからである。武士にとっては命に係わる
重要な部位なのである。お辞儀をする場合も、頭を深々と下げるのでは
なく、浅い角度で頭を下げます。これは、いついかなるときも気を抜か
ず、周囲の気配に注意を払っていた武士の習慣の名残とされている。そ
の他にも、随所に武家茶道たる所作がみられるのです。

仙薬＝１．飲めば不老不死の仙人になるという薬
　　　２．不思議な効き目がある薬。霊薬

禅寺での流行＝眠気をとって修行に励むために飲んでいた。

闘茶＝本茶（栂尾の茶）、非茶（それ以外の茶）を言い当て、金品を賭
ける遊び

武家茶の時代＝唐物の美術品鑑賞に喫茶が結びついた茶会。

村田珠光＝僧侶。「侘び茶」の創始者。

武野紹鴎＝堺の商人。わび茶の境地を茶道の理想として数寄屋を考案し
た。

式三献とは＝「打ちあわび」「勝ち栗」「昆布」を肴に三度づつ酒を飲み
干す儀式

真・行・草＝その立場におかれている客によって礼法の格付をしている。

式正には演能がつきもの、徳川幕府におけるきまりとして
　　20 万石、30 万石以上の大名　⇒　本能
　　５万石以上～ 10 万石の大名　⇒　舞囃子
　　１万石～４万石の大名　　　 ⇒　謡のみ

能楽の座 =観世、金剛、金春、宝生の四座 +喜多流⇒幕府承認の五座
となる仙台の伊達、広島の浅野、熊本の細川+幕府の重鎮老中安藤重信
「お前は武士を捨てて能役者になれ、武士でもない者に打ち首でもある
まい…」
　　喜多七太夫　⇒　喜多六平太
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「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

会報・広報委員会　　円谷真路　　正木　聡　　鈴木孝雄

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

◆出席委員会（小林隆太委員長）

　太陽フレアが発生しました。通信機器への影
響などが心配されていましたが、大きなトラブ
ルもなく良かったなと思っています。オーロラ
を観測できた地区もありました。宇宙のことは
調べ出すときりがありません。壮大さにわくわ
くしました。地球を守っていくために頑張って
いかねばと強く思いました。

・�５月ロータリーレート　１ドル＝ 157 円
・能登半島地震支援金御礼と報告
・�財団ニュースとハイライトよねやま、５月ガ
バナー月信が届きました。
・郡山ＲＣより会報が届きました。

〔点鐘・ロータリーソング（我らの生業）・ロータ
リーの目的（三瓶和秀会員）・四つのテスト（佐
藤尚誠会員）〕

♥佐々木貢一さん（安藤家御家流茶道いわき会代表武藤宗安様、
卓話よろしくお願いいたします）♥渡邊有さん（御家流いわき会
代表武藤宗安様、卓話宜しくお願い致します）♥松村耕三さん（結
婚記念日祝ありがとうございます）♥越智正典さん（武藤様卓話
宜しくお願いします。結婚祝ありがとうございます）♥島田啓太
さん（武藤様卓話よろしくお願いします）♥小林隆太さん（誕生
日プレゼントありがとうございます）♥関根貴さん（新規入会さ
せていただきます。今後もよろしくお願いいたします）♥有賀行
秀さん（武藤様卓話よろしくお願いいたします）♥高萩阿都志さ
ん（武藤宗安さん、来訪ありがとうございます。卓話宜しくお願
いします）♥関口武司さん（武藤宗安様卓話宜しくお願いします）
♥遠山良浩さん（武藤先生、卓話を宜しくお願いいたします）♥
飯野光世さん（卓話者武藤様を歓迎して）♥三瓶和秀さん（武藤
先生、卓話よろしくお願いいたします）♥郡二三子さん（お休み
が続きましたが、皆様お元気でしたか。理事会お知らせ忘れてし
まいました。来週になりますので宜しく‼）� 以上14名

◆ロータリー財団委員会（野沢達也委員長）
　佐々木貢一さん、渡邊有さん、高萩阿都志さん、野沢達也さん、
阿部弘行さん、関口武司さん、三瓶和秀さん、越智正典さん、森
雄治さん、遠山良浩さん、黒須幸雄さん。� 以上11件

◆米山記念奨学会委員会（森雄治委員長）
　佐々木貢一さん、渡邊有さん、関口武司さん、三瓶和秀さん、
越智正典さん、森雄治さん、黒須幸雄さん。� 以上７件

◆新入会員入会式・挨拶
　入会式を行い、佐々木貢一会長から東邦銀行いわき営業部長の
関根貴氏にバッジなどが手渡されました。関根会員は「須賀川市
出身で、自宅は郡山市にあります。仙台支店から着任しました。
浜通り勤務は初めてです。楢葉支店長の異動の辞令がでましたが、
東日本大震災でなくな
ってしまった経験があ
ります。いわきは気候も
よく、自然環境も良く、
地区ごとに動きもあり
ます。奉仕の精神を持
ってご指導をいただき
ながら活動に参加して
いきます」とあいさつ
しました。 バッジなどを手渡される関根氏（左）

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数

５月 16 日 49 名 29 名 ―

★本日の例会案内　５月23日（木）12：30 ～
　　会員卓話
　　㈱いわきスポーツクラブ代表取締役　大倉　　智会員
　　　お食事メニュー＝若鶏の治部煮

越智 正典さん
（５月20日）

島田 啓太さん
（５月５日）

円谷 真路さん
（５月15日）

松村 耕三さん
（５月18日）

小林 隆太さん
（５月４日）

★ 誕生祝

★ 結婚祝

ハッピーバースデーソング斉唱

三瓶和秀会員

★次回の例会案内　５月30日（木）12：30 ～
　　会員卓話
　　ひまわり信用金庫本店営業部長　五十嵐利博会員
　　　お食事メニュー＝鱸のピカタ


